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ボランティアセンターだより 
善意銀行だより 
けいじばん 

▲宝樹保育園にて（村岡区村岡） 

　３月１２日（金）、村岡小学校ボランティア

クラブのメンバーが宝樹保育園を訪問し、手
づくりのおもちゃをプレゼントしました。園
児たちは手づくりの絵本や的あてゲームに大
喜び。おにいちゃん、おねえちゃんの訪問に
園児達は「楽しかった」と笑顔で話してくれ
ました。 

ほうじゅ 
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平
成
12
年
４
月
に
介
護
保
険
制
度
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

高
齢
者
の
方
と
40
歳
以
上
の
方
が
保
険
料
を
負
担
し
、
社
会
全
体
で

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
方
々
を
支
え
る
仕
組
み
で
す
。
今
月
は
こ

の
介
護
保
険
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

　
介
護
保
険
が
使
え
る
人
は
？

　
①
65
歳
以
上
の
方
︵
第
１
号
被

保
険
者
︶
で
、
介
護
や
支
援
が
必

要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

②
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
︵
第

２
号
被
保
険
者
︶
で
国
民
健
康
保

険
や
職
場
の
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
が
、
指
定
さ
れ
た
16
種

類
の
病
気
に
よ
り
介
護
や
支
援
が

必
要
と
認
定
さ
れ
た
場
合
に
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
保
険
料
を
払
っ
て
い
た
ら
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
の
？

Ａ
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
に
は
、
ま
ず
要
介
護
認
定
の
申

請
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ど
こ
に
申
請
を
す
る
の
？

　
役
場
福
祉
課
介
護
保
険
係
や

各
地
域
局
健
康
福
祉
課
に
申
請
を

し
ま
す
。
本
人
の
申
請
が
難
し
い

場
合
は
、
家
族
な
ど
が
代
わ
り
に

申
請
で
き
ま
す
。

　
申
請
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
ま
で
の
流
れ
は
？

　
利
用
の
流
れ

①
申
請
す
る

　
申
請
書
を
提
出

②
要
介
護
認
定

・
訪
問
調
査
︵
認
定
調
査
員
が
自

　
宅
を
訪
問
し
、
心
身
の
状
況
や

　
生
活
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
し

　
ま
す
。︶

・
主
治
医
の
意
見
書

　
町
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
主
治
医

　
が
意
見
書
を
作
成

・
一
次
判
定
︵
訪
問
調
査
の
結
果

　
や
主
治
医
の
意
見
書
か
ら
全
国

　
一
律
の
基
準
に
よ
り
行
わ
れ
ま

　
す
。︶

・
二
次
判
定
︵
一
次
判
定
な
ど
を

　
も
と
に
審
査
の
会
議
が
行
わ
れ

　
ま
す
。︶

③
要
介
護
認
定
の
結
果
が
出
る

　
申
請
を
し
て
か
ら
お
よ
そ
１
ヶ

月
以
内
に
結
果
が
出
ま
す
。

　
要
介
護
認
定
は
、
要
支
援
１
か

ら
要
介
護
５
ま
で
の
７
段
階
に
分

か
れ
て
お
り
、
介
護
度
に
応
じ
て

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
や
１
ヶ
月

に
利
用
で
き
る
上
限
︵
利
用
限
度

額
︶
が
異
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
︵
介

護
支
援
専
門
員
︶
と
相
談
し
な
が

ら
自
分
に
あ
っ
た
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
選
ん
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
た
ら
お
金
は

ど
れ
ぐ
ら
い
か
か
る
の
？

Ａ
介
護
度
に
応
じ
た
利
用
の
範
囲

内
で
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
た
と
き
は
、

１
割
分
の
み
を
支
払
い
ま
す
。
残

り
の
９
割
は
、
保
険
か
ら
支
払
わ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
の
範
囲
を
超
え
た

分
は
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

　
一
度
介
護
保
険
の
申
請
を
す

れ
ば
ず
っ
と
利
用
で
き
る
の
？

　
介
護
保
険
の
認
定
に
は
、
有
効

期
間
︵
原
則
６
ヶ
月
︶
が
あ
り
ま

す
。
引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
を
使
う

場
合
に
は
、
更
新
の
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険

介
護
保
険 

介
護
保
険

介
護
保
険 

介
護
保
険 

Ｑ
＆
Ａ 

Ｑ
＆
Ａ 

Ｑ Ａ 
Ｑ Ａ 

Ｑ Ａ Ｑ Ａ 

Ｑ Ａ Ｑ Ａ 

特
集
特
集 
特
集
特
集 
特
集 

介
護
保

介
護
保
険 

介
護
保

介
護
保
険 

介
護
保

介
護
保
険 

介
護
保
険 

非 該 当  
要 支 援 １  
要 支 援 ２  
要 介 護 １  
要 介 護 ２  
要 介 護 ３  
要 介 護 ４  
要 介 護 ５  

申請書 
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詳しくは、香美町社会福祉協議会各支所または各事業所、担当ケアマネジャー（介護支援専門員） 
までお問い合わせください。 

ホームヘルパーに訪問してもらい、身体介護や生活の

援助を受けられます。

〈身体介護〉
・食事、入浴、排泄のお世話、通院の付き添いなど

〈生活援助〉
・住居の掃除、洗濯、買い物、食事の準備、調理など

◆利用料金（自己負担１割）の目安
　30分〜１時間ヘルパーを頼んだ場合

　　身体介護➡４０２円　生活援助➡２０８円 

日常生活の手助け日常生活の手助け 日常生活の手助け 

訪問介護（ホームヘルプサービス） 
　浴槽を積んだ入浴車でヘルパーと看護師に

訪問してもらい入浴の介助を受けられます。

◆利用料金（自己負担１割）の目安
　１回➡１,２５０円 

ご自宅での入浴ご自宅での入浴 ご自宅での入浴 

訪問入浴介護（要介護１～５の方） 

香住ふれ愛介護センター 
　電 話 ０７９６－３９－１２７５ 
村岡訪問介護事業所 
　電 話 ０７９６－９８－１０００ 

デイサービスセンターで、食事、入浴や機能訓

練などを日帰りで受けられます。

介護認定を受けている高齢者のほかに介護保険

には適用しない身体障害者、知的障害者、障害

児の方もデイサービスを利用できます。

◆利用料金（自己負担１割）の目安
　要介護１の方が１回利用➡６７７円
　介護度や利用するメニューによって別に費用

　が追加されます。（食費700円が別途必要です。）

デイサービスセンター ほほえみ 
（香美町香住区無南垣９７） 
　電　話：０７９６－３８－１５１５ 
　休業日：毎週土曜日 
村岡通所介護事業所 
（香美町村岡区村岡３０５－１ 村岡老人福祉センター内） 
　電　話：０７９６－９８－１０００ 
　休業日：毎週土曜・日曜・祝日 

施設に通う施設に通う 施設に通う 

通所介護（デイサービス） 

12種類の福祉用具をかりることができます。
　①車いす

　②車いす付属品（座クッションなど）

　③特殊寝台（ベット）

　④特殊寝台付属品（ベット柵、マットレスなど）

　⑤床ずれ防止用具

　⑥体位変換器

⑦手すり　　　⑧スロープ

⑨歩行器　　　⑩歩行補助つえ

⑪認知症高齢者徘徊感知機器

⑫移動用リフト

※１割負担ですが、用具の種類によって 
　金額が異なります。 
※要支援１、２及び要介護度１の場合は、 
　①～⑥、⑪⑫は介護給付の対象外とな 
　ります。 

福祉用具をかりる福祉用具をかりる 福祉用具をかりる 

福祉用具貸与 

グループホーム かがやき 
（香美町香住区無南垣９６） 
　電　話：０７９６－３８－１５００ 

認知症の高齢者９人が共同で木のぬくもりを感

じる家で暮らします。

利用できる方⋯介護保険の認定が要支援２以上

　　　　　　　の方

医療連携加算 １,１７０円　初回加算 ９００円
上記の他に光熱水費、食材費、布団レンタル料、

施設・設備等使用料などが必要です。

グループホームグループホーム グループホーム 

認知症対応型共同生活介護 

◆利用料金（自己負担１割）１ヶ月 
要支援２ 
要介護１ 
要介護２ 
要介護３ 
要介護４ 
要介護５ 

２４，９３０円 
２４，９３０円 
２５，４４０円 
２５，９５０円 
２６，４６０円 
２７，０００円 

社協の介護保険サービス 社協の介護保険サービス 社協の介護保険サービス 地域で安心して暮らすお手伝いをします！ 
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３
月
14
日
︵
日
︶
、
小
代
い
こ
い
の
里
に
て
い
き
い
き
サ
ロ
ン
代
表
者
、

協
力
者
、
福
祉
委
員
長
、
ご
近
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
を
対
象
と
し
た

小
代
区
福
祉
研
修
会
を
開
催
し
、
30
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
香
美
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
内
全
集
落
で
の
い
き
い
き
サ

ロ
ン
の
開
設
を
目
指
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
．
助
成
金
の
額

　
１
回
の
開
催
に
つ
き
二
千
円
を
助
成
。

　
但
し
、
１
サ
ロ
ン
に
つ
き
12
回
分
、
年
間
二
万
四
千
円
が
上
限
で

　
す
。

２
．
申
請
の
締
切

　
平
成
22
年
４
月
23
日（
金
）ま
で
に
申
請
書
を
最
寄
り
の
各
支
所
へ

　
お
届
け
く
だ
さ
い
。
︵
申
請
書
は
各
支
所
に
お
い
て
い
ま
す
。
申

　
請
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
が
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。︶

　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
無
理
な
く
楽
し
く
が
基
本
で
す
。
開
設
、
運

　
営
、
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、
気
軽
に
各
支
所
ま
で
ご
相
談
く
だ

　
さ
い
。

   

◆
い
き
い
き
サ
ロ
ン
研
修
会

　
始
め
に
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
で

き
る
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
紹
介
し
、

参
加
者
全
員
で
体
験
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
﹁
こ
の

ゲ
ー
ム
を
覚
え
て
帰
っ
て
サ
ロ
ン

で
し
た
ら
え
え
な
ぁ
﹂
と
い
う
感

想
も
出
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
い

き
い
き
サ
ロ
ン
を
開
催
す
る
上
で

よ
か
っ
た
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
　
　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
で
き
る
簡
単
ゲ
ー
ム

◎
裏
表
ど
っ
ち
ゲ
ー
ム

準
備
す
る
も
の

表
裏
色
の
違
う
カ
ー
ド
︵
か
る
た

や
百
人
一
首
で
も
可
︶

①
カ
ー
ド
の
表
と
裏
で
チ
ー
ム
分

　
け
を
す
る
。

②
時
間
を
決
め
、
敵
の
色
の
カ
ー

　
ド
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
自
分
の

　
チ
ー
ム
の
色
に
変
え
て
い
く
。

③
自
分
の
チ
ー
ム
の
色
に
多
く
ひ

　
っ
く
り
返
し
た
方
が
勝
ち
。

 

◎
ハ
ガ
キ
送
り

準
備
す
る
も
の
　
ハ
ガ
キ
　

①
ハ
ガ
キ
を
鼻
と
上
唇
で
は
さ
ん

　
で
次
の
人
に
送
り
ま
す
。

豊
か
な
表
情
を
作
っ
て
送
り
ま
す
。

・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
の
ゲ
ー
ム

は
結
果
や
勝
敗
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ

ず
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　◆
ご
近
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

　
小
代
区
で
は
21
年
度
か
ら
ご
近

所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
み
始

め
ま
し
た
。
地
域
の
中
で
ご
近
所

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
う
ま
く
展
開
さ

れ
る
た
め
に
、﹁
助
け
ら
れ
上
手
・

助
け
上
手
体
験
ゲ
ー
ム
﹂
を
使
い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
側
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
受
け
る
側
の
気
持
ち
を

ゲ
ー
ム
で
体
験
し
ま
し
た
。

ご
近
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ポ

イ
ン
ト

・
自
分
に
で
き
る
こ
と
や
自
分
に

　
あ
っ
た
こ
と
を
無
理
の
な
い
範

　
囲
で
始
め
ま
し
ょ
う
。 

・
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
、
謙
虚

　
な
気
持
ち
で
活
動
し
ま
し
ょ
う
。 

・
支
え
、
支
え
ら
れ
る
「
お
互
い

　
さ
ま
」
の
気
持
ち
を
大
切
に
し

　
ま
し
ょ
う
。 

い
き
い
き
サ
ロ
ン
と
ご
近
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
の
福
祉
力
を
高
め
よ
う 

小
代
区
福
祉
研
修

小
代
区
福
祉
研
修
会 
小
代
区
福
祉
研
修

小
代
区
福
祉
研
修
会 
小
代
区
福
祉
研
修
会 

平
成
平
成
22
年
度
年
度
い
き
い
き
サ
ロ
ン
申
請
受
付
中

い
き
い
き
サ
ロ
ン
申
請
受
付
中 

平
成
平
成
22
年
度
年
度
い
き
い
き
サ
ロ
ン
申
請
受
付
中

い
き
い
き
サ
ロ
ン
申
請
受
付
中 

平
成
22
年
度
い
き
い
き
サ
ロ
ン
申
請
受
付
中 
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２
月
26
日
︵
金
︶
、
ス
ポ
ー
ツ
ダ

ン
ス
愛
好
会
︵
小
谷
好
男
会
長
︶

の
皆
さ
ん
が
、
毎
月
１
回
開
催
し

て
い
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
の
収
益
金
で
、
リ
ク
ラ

イ
ニ
ン
グ
式
車
イ
ス
を
寄
贈
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
小
谷
会
長
は
﹁
社
協

に
寄
贈
す
る
こ
と
で
地
域
に
少
し

で
も
還
元
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
﹂
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢

者
や
障
害
者
の
外
出
時
な
ど
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
２
月
26
日
︵
金
︶
、
い
こ
い
の
里

で
小
代
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

し
、
小
代
区
内
の
高
齢
者
47
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
い
こ
い
の
里
開

設
当
初
よ
り
行
っ
て
き
た
シ
ニ
ア

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
﹁
囲
碁

ボ
ー
ル
﹂
を
通
し
て
交
流
を
深
め

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
﹁
日
頃
の

成
果
を
発
揮
す
る
場
と
し
て
大
会

を
開
こ
う
﹂
と
い
う
利
用
者
の
皆

さ
ん
の
一
声
で
初
め
て
開
催
し
た

も
の
で
す
。

　
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
単
位
ク

ラ
ブ
ご
と
に
12
チ
ー
ム
に
わ
か
れ
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
戦
い
ま
し

た
。
中
に
は
初
め
て
ス
テ
ィ
ッ
ク

を
手
に
す
る
と
話
さ
れ
る
方
も
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
真
剣
そ

の
も
の
。
ね
ら
い
を
定
め
て
打
っ

た
ボ
ー
ル
の
行
方
に
一
喜
一
憂
し
、

会
場
は
白
熱
し
た
雰
囲
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　
試
合
終
了
後
は
、
勝
っ
た
チ
ー

ム
も
負
け
た
チ
ー
ム
も
﹁
楽
し
か

っ
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
で
す
。
﹂

と
元
気
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

入
賞
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
優
　
勝
　
　
秋
岡
Ｂ
チ
ー
ム

　
準
優
勝
　
　
秋
岡
Ａ
チ
ー
ム

　
３
　
位
　
　
大
谷
Ａ
チ
ー
ム

　
４
　
位
　
　
野
間
谷
チ
ー
ム

ttttttttttttttttttttttttttttttttt

▲ねらいを定めて「えい、そこに入れー！」 

▲ 贈呈された車イスとスポーツダンス愛好会の皆さん 

い
こ
い
の
里
で 

小
代
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会

小
代
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会 

小
代
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会 

ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
愛
好
会
よ
り 

車
イ
ス
寄
贈

車
イ
ス
寄
贈 

車
イ
ス
寄
贈

車
イ
ス
寄
贈 

車
イ
ス
寄
贈 

地域交流バス運行事業 地域交流バス運行事業 
地域交流バス運行事業は、全町域の組織間
の交流を推進するため、地域交流バスの運
行に対し助成を行う赤い羽根共同募金配分
事業です。 

　助成対象団体 
　①福祉団体 
　②ボランティア団体 
　助成金額 
　１回あたり３万円を上限として助成 
　助成対象経費 
　①マイクロバス借り上げ料 
　②運転手代 
　③その他マイクロバス運行に必要な経費 
　助成対象地域 
　　香美町内 
　受付期間 
　随時受付をします 
　平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日 
　までに実施される事業が対象です。 

申込・お問い合わせ先 
　香美町社会福祉協議会本所または各支所まで 

t
t

t
t

t
t

t
t

t
t

t
t

t
t

t
t

t
t

t
t

t
t

t
t
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収
集
ボ

収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

収
集
ボ

収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

古
切
手
等
の
収
集
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
２
月
分
︵
預
託
順
・
敬
称
略
︶

古
切
手
・
ベ
ル
マ
ー
ク
・
は
が
き
・
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド

〔
香
住
支
所
〕

　

無
南
垣
　
　
竹
内
　
近
夫

　

若
　
松
　
　
㈲
香
洋
自
動
車

　

香
　
住
　
　
毛
戸
工
業
㈱

　

香
　
住
　
　
㈲
三
七
十
　
小
柴
奈
美 

〔
村
岡
支
所
〕

　

和
　
田
　
　
北
但
西
部
森
林
組
合

　

村
　
岡
　
　
村
上
　
英
子

　

八
井
谷
　
　
小
谷
　
清
子

　

村
　
岡
　
　
西
村
　
辰
子

　

森
　
脇
　
　
森
　
寿
賀
野

　

光
　
陽
　
　
田
中
　
広
治

〔
小
代
支
所
〕

　

大
　
谷
　
　
邊
見
　
宏
子

　

水
　
間
　
　
井
上
　
喜
好

　

城
　
山
　
　
黒
野
　
義
和

　

小
代
小
学
校

　
そ
の
他
に
も
、
匿
名
で
多
く
の

方
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

朗
読
の
ポ
イ
ン
ト

・
相
手
に
う
ま
く
伝
え
る
に
は
、
ま
ず
、
伝

　
え
た
い
こ
と
を
自
分
が
理
解
し
、
よ
く
練

　
習
す
る
こ
と
。

・
聴
い
て
く
れ
る
人
を
思
い
な
が
ら
読
む
こ

　
と
。

・
に
っ
こ
り
笑
っ
て
読
む
こ
と
で
発
声
が
よ

　
く
な
り
聞
き
取
り
や
す
い
声
に
な
る
。

 

朗
読
サ
ー
ク
ル
„
そ
よ
か
ぜ
“

会
長
の
西
村
辰
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　
朗
読
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
ず
っ
と
主
婦
業
で
家
に
い
た
の
で
、
何
か

し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
娘
に
も
背

中
を
お
さ
れ
て
朗
読
初
級
講
座
を
受
け
、
今

日
ま
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？

　
上
手
で
は
な
い
け
れ
ど
、
聴
い
て
く
だ
さ

る
方
が
喜
ん
で
下
さ
り
、
ま
た
メ
ン
バ
ー
同

士
が
仲
よ
く
活
動
で
き
る
こ
と
で
す
。

　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ど
な
た
で
も
で
き

る
活
動
で
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
ま
で
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
朗
読
サ
ー
ク
ル
で
は
、
あ
な
た
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

朗
読
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
開
催

朗
読
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
開
催 

朗
読
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
開
催

朗
読
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
開
催 

朗
読
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
開
催 

Ｑ Ａ Ｑ Ａ 

　
３
月
13
日
︵
土
︶
、
村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
香
美
町
内
の
朗
読
サ
ー
ク
ル
の
方
を
対

象
に
、
朗
読
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を
開
催
し
、

15
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
受
講
さ
れ
ま

し
た
。

　
朗
読
サ
ー
ク
ル
は
、
現
在
香
住
区
と
村
岡

区
に
あ
り
、
月
１
回
町
広
報
や
議
会
だ
よ
り
、

小
説
な
ど
を
テ
ー
プ
に
吹
き
込
み
、
視
覚
障

害
者
の
方
に
届
け
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
が
発
足
し
て
か
ら
十
数
年
が
経
過

し
、
会
員
の
方
々
か
ら
の
﹁
も
っ
と
聞
き
や

す
い
テ
ー
プ
を
届
け
た
い
﹂
と
い
う
声
か
ら

今
回
講
座
を
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
新
温
泉
町
在
住
の
西
坂
恭
子
氏

を
講
師
に
迎
え
、
朗
読
を
行
う
上
で
の
ポ
イ

ン
ト
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
方
々

は
、
日
頃
朗
読
を

す
る
中
で
の
わ
か

ら
な
い
点
を
質
問

し
た
り
、
一
人
一

人
朗
読
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
い
た
り
と
熱

心
に
受
講
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
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善
意
銀
行
だ
よ
り 
善
意
銀
行
だ
よ
り 
善
意
銀
行
だ
よ
り 

︵
平
成
22
年
２
月
１
日
〜
28
日
︶
︵
預
託
順
・
敬
称
略
︶

　
・
香
典
返
し

　
　
上
　
計
　
　
吉
津
　
準
二

　
　
上
　
計
　
　
梶
　
　
康
人

　
　
一
日
市
　
　
谷
口
　
康
孝

　
　
訓
　
谷
　
　
千
崎
家

　
　
一
日
市
　
　
伊
藤
　
克
義

　
　
香
　
住
　
　
福
島
　
滝
夫

　
　
下
　
浜
　
　
福
田
　
惣
一

　
　
香
　
住
　
　
宮
城
　
隆
索

　
　
香
　
住
　
　
今
西
　
繁
洋

　
　
小
　
原
　
　
林
田
　
磯
子

　
　
　
境
　
　
　
高
取
恵
美
子

　
　
小
　
原
　
　
荒
木
　
孝
尚

　
　
香
　
住
　
　
竹
内
裕
一
郎

　
　
七
日
市
　
　
西
本
　
垣
三

　
　
若
　
松
　
　
松
井
　
睦
雄

　
　
三
　
川
　
　
見
塚
　
　
修

　
　
香
　
住
　
　
仲
村
　
　
賢

　
　
　
境
　
　
　
山
田
　
正
孝

　
　
沖
　
浦
　
　
友
田
す
み
子

　
　
一
日
市
　
　
小
林
み
ち
江

　
　
一
日
市
　
　
駒
居
　
孝
一

　
　
沖
　
浦
　
　
小
田
　
寿
年

　
　
上
　
計
　
　
今
西
　
和
敏

　
・
福
祉
の
志

　
　
香
　
住
　
　
福
島
　
滝
夫

　
・
香
典
返
し

　
　
石
　
寺
　
　
井
口
　
英
生

　
　
神
　
水
　
　
谷
井
　
和
男

　
　
城
　
山
　
　
黒
野
　
義
和

　
・
福
祉
の
志

　
　
匿
　
名

　
預
託
金
合
計 

　
　
　

１
，
１
０
４
，
０
０
０
円 

○
お
名
前
・
金
額
は
、
預
託
者
本
人
の

　
ご
意
向
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

香

住

支

所 

　
・
香
典
返
し

　
　
福
　
岡
　
　
西
岡
　
廣
昌

　
　
萩
　
山
　
　
西
尾
と
よ
ゑ

　
　
村
　
岡
　
　
橘
　
　
清
種

　
　
味
　
取
　
　
今
後
　
眞
一

　
　
山
　
田
　
　
俵
　
　
芳
正

　
　
和
佐
父
　
　
杉
谷
　
敏
明

　
　
寺
河
内
　
　
井
口
　
貞
明

　
　
和
　
池
　
　
西
井
は
る
子 

　
・
福
祉
の
志

　
　
匿
　
名
　

　
　
東
　
中
　
　
匿
　
名

村

岡

支

所 

小

代

支

所 

花見へ 花見へ さあ、出かけようDayさあ、出かけようDay参加者募集 参加者募集 参加者募集 
「さあ、出かけようDay」は、車いすの方や介助が必要な方も安心してご参加いただける 
お出かけプランです。お花見弁当を持って、みんなでワイワイお花見に出かけようで～。 

当日、付添いや介助のお手伝いをして下さる方を募集しています。 
一緒にお花見を楽しみましょう。ご協力をお願いいたします。 

〈介助ボランティア募集〉 〈介助ボランティア募集〉 〈介助ボランティア募集〉 

電 話 ０７９６－３６－２７５８ 
申込・お問い合わせ先 香美町社会福祉協議会　香住支所 

FAX ０７９６－３６－１０１９ 

と　き 午前１０時～午後２時 平成２２年４月２４日（土） 
行き先 遍 照 寺（香住区小原） ※雨天の場合は、変更となります。 
内　容 お花見と香住鶴「福壽蔵」の見学 
参加費 ５００円（昼食代） 
集合時間・場所 １０：００ 香住文化会館前 

※送迎、乗車場所の希望がある場合は、申込時にお知らせください。 
※申込は、香住区在住の方に限ります。 
申し込み締切 平成２２年４月９日（金） 
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この広報誌は共同募金配分金の一部を活用し 
作成しています。 

〒669－6545
香美町社会福祉協議会（本所） 
美方郡香美町香住区森31－1

TEL 0796－39－2050
FAX 0796－39－2150

香美町香住地域福祉センター内 

香住支所 
〒669－6545
香美町香住区森31－1

TEL 0796－36－2758
FAX 0796－36－1019

香美町香住地域福祉センター内 

ブライダルショップ“ドリーム”（貸衣裳） 
TEL.FAX 0796－36－2800

香住老人福祉センター内 

村岡支所 
〒667－1311
香美町村岡区村岡305－1

TEL 0796－98－1000
FAX 0796－98－1477

香美町村岡老人福祉センター内 

小代支所 
〒667－1543
香美町小代区忠宮287

TEL 0796－97－2202
FAX 0796－97－3294

いこいの里内 

各種相談は町内どこでも受けられ

ます。各支所にお気軽にご相談く

ださい。

※秘密は厳守します。

※相談はいずれも無料です。

心配ごと相談 

結 婚 相 談  

弁護士相談 
※要予約（１人30分） 

香住支所 
TEL 0796-36-2758

村岡支所 
TEL 0796-98-1000

小代支所 
TEL 0796-97-2202

とき：４月22日（木） 
　　13：30～16：00 
ところ：香住老人福祉 
　　　　　　センター 

とき：４月13日（火） 
　　13：00～16：00 
ところ：香住老人福祉センター 
担当者：辻本武之弁護士 

とき：５月12日（水） 
　　13：00～16：00 
ところ：村岡老人福祉センター 
担当者：生駒和雄弁護士 

とき：４月７日（水） 
　　　４月28日（水） 
　　13：30～16：00 
ところ：村岡老人福祉センター 

とき：４月14日（水） 
　　13：30～16：00 
ところ：香住老人福祉 
　　　　　　センター 

とき：４月８日（木） 
　　9：30～12：00 
ところ：村岡老人福祉 
　　　　　　センター 

とき：４月21日（水） 
　　13：30～16：00 
ところ：いこいの里 

とき：４月15日（木） 
　　13：30～16：00 
ところ：いこいの里 

お問い合わせは、こちらへ

ホームページアドレス　http://www.kami－shakyo.org/

一人で悩まず気軽にご相談ください 

平成２２年度 総合相談所開設予定 平成２２年度 総合相談所開設予定 平成２２年度 総合相談所開設予定 

※相談日は、変更になる場合があります。 
　相談日、会場、弁護士相談の担当弁護士は社協だより最終ページ「社協のけいじばん」でご確認ください。 
※相談は、香美町内どこでも利用できます。 

心配ごと相談…… 毎月１回水曜日　開設時間　１３：３０～１６：００ 
　民生・児童委員が日常の困りごとなどの相談にあたります。 
　会場は、村岡・香住・小代の順で週ごとに変わります。 

結 婚 相 談…… 香住区会場　毎月第４木曜日　１３：３０～１６：００ 
村岡区会場　毎月第２木曜日　　９：３０～１２：００ 
小代区会場　毎月第３木曜日　１３：３０～１６：００ 

弁護士相談…… 香住区会場　月１回　第２火曜日 
村岡区会場　年６回　第１水曜日（５月、７月、９月、１１月、１月、３月）  
小代区会場　年２回　第４金曜日（６月、１０月）  
開設時間　１３：００～１６：００  
　※１人３０分　予約制です。 


